
ＱＲコード 

絆／ きずな 

ホームページ №４１１  

鯖江市新横江公民館 鯖江市横越町1-43-2 

令和４年７月２５日発行 ☎ 51‐2969 

Ｅ-mail SC-CC-Shinyokoe＠city.sabae.fukui.jp 

http://www.city.sabae.fukui.jp/kosodate_kyoiku/shogaigakushu/ 

shinyokoekominkan/index.html 

  

   

 ７月の子育てサロン「ザエエさん」は、“骨盤体操＆トイ 

レトレーニング”を開催しました。 

 “骨盤体操”では、講師の宮本真由美先生より、妊娠や出 

産により緩くなった骨盤底筋を鍛え、骨盤の歪みを改善し尿 

もれの予防にもなる体操を教えていただきました。 

 また、齋藤澄子先生による“おしっこの出るしくみの話” 

のあと、子育て中のお母さんから「おむつはずしのタイミン 

グはいつ？」などいろんな相談があり、先生からのアドバイ 

スを真剣に聞いていました。 

7/2
（土） 

 新横江をよくする会の方々で、穴田川堤防沿いにコス 

モスの植栽用の土入れ作業と種をまきました。 

 暑い中、汗だくの作業となり、ご協力ありがとうござ 

いました。 

  

  また、ちびボラの参加者も公民館前の堤防に種を蒔 

き、秋にはコスモスの花でいっぱいになる堤防を楽し 

みにしていました。 

【 感 想 】 

・ コスモスの種が毛虫みたいで、この種から綺麗な 

  花が咲くと思わなかった。 

 ちびボラ田んぼ通信 

      かかしが登場！       中打ち作業 

 地域の方が、中打ち作業 

をしてくださいました。 

“中打ち”をし土をかえす 

ことにより、根に酸素を送 

ることで稲の成長がよくな 

ること、また根がはるため 

倒れにくくなる効果がある 

そうです。  ちびボラ田んぼに、作物を荒らす鳥など 

害獣を追い払うため２体の“かかし”を 

設置しました。 

 ちびボラ田んぼの成長などを見守ってい 

ます。 

心無いポイ捨ての影響が ・ ・ ・ 
 先月号でお知らせしましたが、ちびボラの田んぼにポイ 

捨てが無くなりません。 

 右の写真は、油のポイ捨てがあった場所です。稲が枯れ 

てしまい、成長できない状態です。春に地域の方と子ども 

が丁寧に植えたて田んぼです。何気ないポイ捨てが、子ど 

もの心を悲しませています。 

スマートフォン教室 

《 基本講座 》 ９/７ （水）１０：００～ 

《 応用講座 》 ９/２１（水）１０：００～ 

 場 所 ： 新横江公民館 各日１０名まで 

 講 師 ： 丹南ケーブルテレビ 

            デジタル活用支援員 

 持ち物 ： スマートフォンなど 

 ※ 詳しい内容は、公民館にありますチラシ 

  をご覧ください。  

【申込先】新横江公民館  ☎ 51-2969 

【講座に関する問合せ先】 

  丹南ケーブルテレビ  ☎0778-21-5040 

 

無料 

子育て支援ネットワーク委員会 

 後期高齢者世帯等において、自己搬出が困難な家庭 

粗大ごみ・資源物を収集し、代行処理を行います。 

 ※同居家族がいる場合は対象となりません。 

  詳しくはお問い合わせください。 

実施予定日：９/１１（日） 

依頼先：地域の民生委員を通して、地区公民館まで。 

    申請用紙は公民館にあります。 

申請期限：８/３１（水） 

 ・運搬にかかる費用およびクリンセンターでの 

  ごみ処理費は実費をいただきます。 

  【問合先】 鯖江市壮年グループ連絡協議会 

       担当： 山内 ☎ 090-7085-3415 

【 行 事 予 定 】 

 3日(水) 老人クラブ「交通安全教室」 

 5日(金) 民生児童委員会 

 6日(土) キッズ着物教室 

 12日(金) 区長会 

 18日(木) 愛育会 

 

 20日(土) キッズ着物教室 

  〃   子ども茶道教室 

 25日(木) おしゃべりカフェ 

 26日(金) ハーフバースディ 

 27日(土) キッズダンス 

【 休 館 日 】 

 2日(火)  

 7日(日)  

11日(木・祝)  

16日(火) 

21日(日)  

30日(火)  

 

【 新横江地区の現状 】令和4年7月1日現在（前月比） 

 世帯数：2,041戸(+2戸) 人口：5,459人(-5人) 男：2,694人(+2人) 女：2,765人(-7人) 

骨盤体操で悩みを解消！ ７/１４ 

 (土) 

高齢者世帯の大型ごみ処理のお手伝いします！ 

７/２ 
 （土）  

 満開願いコスモスの種まき 

 地域での支え合いは、大事なこと ♡ 
 コロナ過のため２月末に開く予定だった支え合い部会『福祉学習 

会』がようやく開催できました。 

 今回は、市長寿福祉課と地域包括センターさばえから支え合いの 

体制についてお話されました。 
 また、新横江地区から３つの活動報告があり、 

それぞれの面白さと結束力に心強く感じました。 

 その後、各町内に分かれ見守りリストの更新について話し合いました。 
                  新横江地区社会福祉協議会 会長  奥田 俊雄 

 “ 私も、幸齢者になれますか？ ”これは、講師 山田氏の素敵な結びの言葉『高齢者 

は幸齢者』を受けたものです。「地域での支え合いはとても素晴らしく大事なこと」との 

ご意見をいただきました。福祉学習会を終えて、行事や日々の活動が、住民の安心とつな 

がりをつくっていると実感し、皆様とご一緒により良い「集い・活動の場」、より優しい 

「支え合いの場」を目指そうと思いました。        支え合い推進員 : 藤野      
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ふるさと学習 『ジャンボかるた会』 

消防体験（水消火器・消防車放水体験） 

防 災 ク イ ズ 

 非 常 食 の 作 り 方 

   
  ８：３０～  受付 

 ９：００～  開講式 

 ９：１５～  ふるさと学習『ジャンボかるた会』 

１０：００～  消防体験（水消火器・消防車放水） 

１１：００～  防災クイズ 

１１：２０～  非常食作り方 

１１：５０～  ふりかえり 

１２：００～  閉講式 

 

【 参加者の感想 】 

 ～ ふるさと学習『ジャンボかるた会』 ～ 

  ・ かるたは負けたけど、遊びながらふるさとを知ることができたのでよ 

   かった。   

 ～ 消 防 体 験 ～ 

  ・ 消防車の放水体験で、ホースが重たく、水圧が強すぎて倒れかけたけ 

   ど踏んばりました。消防服を着たら非常に重いし、あつかった。消防士 

   の人は、この服を着て火の中に入るので大変だと思いました。 

  ・ 消火器の中身は、１３秒で全部使い切ってしまうことを教わりました。 

 ～ 防 災 ク イ ズ ～ 

  ・ 地震が起きて、水道管がずれたり、電気、ガスが使えなくなると不便 

   で、不安だから、非常食を買っておきたいと思いました。 

 ～ 非 常 食 づ く り ～ 

  ・ 非常食は、３～５年間保存ができ、たくさんの種類があることを知り 

   ました。 

  ・ お湯や水を入れ簡単にできるので、災害が起きた時に自分でもできる 

   ぞ！と思った。 

【 ご協力してくださったボランティアの方の感想の中から 】 
  Q : 児童と接しての感想は？ 

  ・ 地域の子どもとふれ合う機会は、大人にとっても必要だと思う。 

  ・  「地域の子どもは、地域で育てる」の意味を理解できた。 

  ・ 素直で、とても可愛く感じました。 

熱湯を入れ 

２０回振り 

ます 

 

 

１５分程、 

我慢です! 

アルファ―米が、 

ふっくら美味し 

いおにぎりに。 

 黙食！ 

 試食中！ 

かるたの札 

になった場 

所の説明を 

地域の方か 

ら聞いてま 

す。 

４チームに分かれての 

団体戦。力を合わせて 

頑張りました！ 

「とれたよ！」 

「やった！！」 

 ハイタッチ  

 水の勢いが強くて 

びっくり！ 

水の量も、細くし 

たり、太くしたり 

調節できるんだね。 

 

①大声で周り 

 の人にわか 

 るよう 

「火事だ！」 

 と叫ぶ。 

②消火器を 

 持って消火 

 作業開始!! 

 今年度も、コロナ禍での公民館施設における宿泊など制限されているため、例 

年実施している小学４年生を対象とした合宿通学は行えず、代替事業として『公 

民館学級』を開催し、２６名が参加しました。 

 地域のボランティアの方々のご協力をいただきながら、「ジャンボかるた」や 

消防・防災体験をし、なかでも「ジャンボかるた」は、４チームに分かれての対 

抗戦で、どのチームも友だちと協力しながら札を取っていました。 

 また、防災のクイズをとおして、大地震で水道、ガスなどが使えなくなった時 

にどうするか？、洪水の時の避難場所はどこにするかなど、普段から考え、決め 

ておくことが大切と学びました。 

 大地震で、水 

道、ガス、電気 

が使えなくなっ 

たら、自分の家 

の中で困ること 

を考えよう 

 協力：新横江地区防災士ネットワークのみなさん 

もしもの時に備え、普 

段からどうしたらよい 

かを考えておくことが 

大切ですね。 

 協力：新横江消防団のみなさん 

 協力：地域のボランティアのみなさん 

一番心に残ったことは、『学んだこと』 

 協力：日赤奉仕団のみなさん 
  公民館学級の様子はこちらから  

      https://youtu.be/ObDo8LDk_K8 
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